
金
滞
古
政
志
巻
廿
問

向
井
狗
八
郎
主
陪
討
に
せ
し
事
件
に
付
、
加
州
晶
体
幡
甥
に
て
数
士
及
昌

争
松
一
死
傷
多
か
り
し
が
、
此
の
時
の
間
州
末
を
記
紋
し
て
、
岩
，淵
肢

蹴
叩
紀
と
枕
せ
る
一
世
あ
り
。
奥
容
に
、
右
木
村
一
勝
兵
衛
九
十
二
歳
之

時
、
口
上
相
骨暗
記
世
者
也
。
出
品
文
十
三
年
正
月
廿
四
目
。
と
あ
り
。

有
明
伸
永
貞
古
兵
談

時間裏
山耕民
‘
岩
旬訓
剛
院
時
之
紀
は
木
村
山
勝
兵
衛
党

牲
と
て
有
ν
之
也
。
木
村
仰
介
が
組
父
也
。
膝
兵
術
は
七
十
八
哉
K

て
死
す
。
布
院
雌
は
文
勝
二
年
陀
て
、
勝
兵
衛
四
歳
の
時
の
都
聖
書

き
た
る
也
。
野
々
村
杢
兵
術
は
淵
尾
殴
よ
り
来
る
人
也
。
此
仁
と
右

藤
兵
術
た
ど
古
宮
事
を
能
く
知
り
た
る
人
な
り
と
い
へ
り
。
今
按
宇

る
に
、
右
永
氏
が
仰
設
は
年
齢
挟
れ
り
。
岩
，淵
の
成
時
も
文
総
二
年

と
戦
せ
た
る
は
非
也
。
文
岩
ャ
淵
肢
略
記
の
奥
牲
陀
泣
文
十
三
年
K

九
十
二
歳
と
し
、
究
文
十
三
年
は
延
賓
元
年
な
れ
ば
.
前
紀
の
木
村

系
凶
に
延
質
二
年
に
九
十
三
哉
氏
て
旋
す
と
い
へ
る
に
合
へ

p
。
然

れ
ば
モ
の
召
出
さ
れ
た
る
出
品
目
耳
元
年
は
十
五
歳
た
り
し
な
る
べ
し
。

此
の
人
は
お
識
す
べ
き
事
左
し
と
い
へ
ど
も
、
文
松
山
民
長
以
来
の

古
老
に
て
、
問
団
滞
山
'
K
て
も
.
此
の
人
と
疋
問
半
平
と
の
雨
人
は
.

園
初
以
来
の
長
持
陀
て
、
波
年
の
邸
ま
で
批
他
に
て
在
勤
せ
し
ゆ
え

に
や
共
の
名

eM
〈
、
松
窓
公
時
代
の
附
人
と
せ
し
ゅ
ゑ

K
.
今
袋
に

寄
に
仕
ム
。
尖
の
後
期
制
加
賀
守
正
成
品
共
の
子
正
信
二
代
に
仕
へ

た
り
。
期
間
氏
改
日
制
の
後
底
土
と
成
る

E
.
究
文
元
年
於
n

江
戸
国
綱
紀

卿
被
れ召
抱
一
世
緋
士
と
成
り
た
り
。
と
見
h
、
芋
保
紀
開
花
、
深
美

氏
拠
縫
般
は
、
抑
制
問
上
野
介
家
老
陀
て
五
千
石
主
側
し
、
足
粧
甘
人

質
り
居
る
。
然
る
底
上
野
介
身
上
初
果
て
け
る
頃
、
松
山
T

伊
豆
守
殿

へ
徒
出

t
訴
へ
付
る
は
‘
上
野
介
儀
府
批
佐
倉
へ
引
取
龍
有
候
へ
と

再
三
由1
謹
し
、
家
中
の
者
共
へ
も
巾
合
候
底
、
上
期
介
俄
元
来
左
様

之
心
底
k
h肌
じ
之
、
上
の
御
矯
の
み
と
存
候
放
に
承
引
不
ν
仕
、
江
戸

一
世
陀
龍
在
孫
法
仕
候
。
お
在
所
へ

引
込
候
へ

と
、
度
々
私
存
念
に
て

巾
地
背中
忙
候

m.
反
逆
人
は
私
と
巾
物
に
候。

上
野
介
儀
は
最
初
よ

り
御
翁
の
み
に
御
座
候
故
、
御
叫
回
申
上
候
と
申
入
候
へ
ば
、
伊
豆
守

殿
妹
之
外
感
じ
ら
れ
.
委
釧
承
胎
け
た
り
。
左
様
之
御
沙
汰
も
候
は

"へ
納
者
必
・
宇
中
間
く
べ
く
候
。
共
方
儀
は
柳
御
榔
な
く
候
問
、
何

方
へ
成
り
と
も
有
付
可
ν
申
候
。
奇
特
千
高
成
儀
と
且
智
被
ν
申
候
。
依
ν

之
故
保
利
肥
後
守
殿
口
入
に
て
被
=
召
抱
-
供
時
、
先
知
之
泊
五
千
石

可
v
被
ν
下
旨
候
庭
、
縫
殴
申
す
は
、
先
知
に
抑
相
違
候
て
も
御
務
難
v

仕
・
足
刷
出
二
+
人
も
御
預
け
被
ν
下
核
陀
と
申
上
自
国
、
足
軽
は
新
会
者

に
は
酎
掛
け
不
』
巾
格
也
。
廿
世
代
り
六
千
石
可
ν
被
v

下
旨
被
a

仰
山
一
恭
仕

企
部
官
邸
志
怨
廿
四

O 

共
の
略
仰
を
紀
織
し
・
古
老
の
一
脊
談
と
は
な
し
ぬ
。

O
深

美

小

路

沓
務
中
は
深
美
氏
の
邸
宅
あ
り
し
故
‘
深
美
小
践
と
呼
ぴ
て
、
此
の

一
町
は
深
美
以
下
符
士
の
居
邸
の
み
な
り
し
か
ど
.
底
務
の
際
叫
刊
士

の
邸
宅
を
段
ち
、
商
中
部
の
家
屋
を
更
に
建
築
し
、
明
治
三
年
七
月
町

名
主
祭
町
と
鋭
し
、
妓
稼
を
設
け
繁
華
の
地
と
成
り
た
り
。

。
深
美
縫
殿
介
邸
跡

-雪

延
町
封
金
部
聞
に
、
深
見
右
京
前
口
四
十
間
三
尺
、
東
側
三
十
五
間
三

尺
.
西
側
三
十

一
間
一
尺
。
と
あ
り
。
深
美
氏
は
.
立
文
一
冗
年
K
吾
が

藩
士
と
成
り
、
邸
地
主
愛
k
m糊
へ
り
と
。
或
は
云
ム
。
初
め
冶
脱
口

の
紛
り
と
し
て
‘
則
ち
宮
腹
口
陀
邸
地
主
協
は
り
、
後
堤
町
の
装
地

を
刷
糊
は
り
、
為
牒
口
の
初
出
邸
主
下
邸
と
な
し
た
り
。
下
邸
に
長
屋
あ

る
も
.
持
出
邸
の
時
建
て
た
る
を
共
の
能
磁
せ
る
な
り
と
い
ひ
仰
へ

た
り
と
。
按
宇
る
に
‘
延
貧
の
闘
に
、
既
に
宮
腰
口
を
下
邸
と
な
し

た
れ
ば
、
幾
穏
な
く
堤
町
の
裏
に
邸
地
を
賜
は
り
移
仰
せ
し
な
る
べ

し。O
深
美
総
殿
介
秀
剰
傍

『

m
R
e

園
都
品
披
問
答
陀
云
ム
。
深
見
縫
殿
介
秀
剃
は
、
初
め
捌
丹
後
守
芭

合
と
御
賄
仕
り
、
御
家
人
と
成
る
と
ぞ
。
松
怨
公
年
叫
附
陀
云
ふ
。
究

文
元
年
佐
倉
披
主
捌
附
上
野
介
務
匝
深
美
縫
般
を
被
a
召
抱
一

以
v
有
a

武
名
-
也
。
彼
家
に
而
知
行
五
千
石
之
旨
.
依
而
六
千
石
川
伊
之
と
。
堤

町
W

甘
多
村
彦
右
術
門
俳
紀
に
.
立
文
元
年
六
月
廿
一
日
深
美
総
敗
助

を
召
抱
え
ら
れ
、
家
総
頂
級
致
さ
れ
‘
八
月
江
戸
表
よ
り
金
津
下
向
.

北
村
屋
彦
左
衛
門
家
に
寄
切
あ
り
し
と
あ
り
。
叉
年
譜
K
.
寛
文
三

年
人
持
組
制
刑
奥
左
衛
門
知
行
を
鮮
し
.
拠
品
抑
附
人
を
召
連
れ
他
閣
へ

飽
く
。
或
は
一
町
ム
。
深
美
縫
殿
新
会
医
し
て
、

級
位
共
陀
己
に
超
ゆ

る
を
依
り
て
也
。
と
見
え
‘
下
船
老
談
K
.
人
持
組
の
出
回
列
も
、
武

功
の
家
或
は
時
の
宿
老
な
ど
、
株
高
に
か
与
は
ら
・
干
上
列
せ
し
休

也
。
瑞
穂
公
民
長
十
六
年
五
月
の
御
遺
書
の
宛
所
名
列
な
ど
を
見
て

捺
す
。
段
々
治
世
に
及
ぶ
に
従
ひ
.
彼
M
A

正
列
に
申
分
出
来
す
。
期
間
開

左
衛
門
は
柏
崎
後
界
日
山
の
域
主
掘
久
太
郎
秀
治
の
孫
に
て

.
吾
が
藩

士
と
成
り
二
千
石

E
賜
は
り
.
人
持
組
也
。
然
る
に
共
後
、
秀
治
の

『
ず
千
石
“

家
老
抑
制
丹
後
の
家
人
深
美
縫
殿
主
、
四
千
五
百
石
人
持
組
陀
被
=
召

抱
一
御
陸
之
時
分
深
美
上
列
た
る
を
以
て
、
掘
奥
左
街
門
深
美
の
下

列
に
付
く
事
を
耽
ぢ
‘
寛
文
三
年
暇
を
乞
ひ
加
州
を
退
去
す
。
放
に

堀
主
馬
も
秀
治
が
末
孫
な
る
を
以
て
、
千
石
の
人
持
組
な
れ
ど
も
、




